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ド
イ
ツ

過
半
数
の
州
が
公
共
調
達
で

協
約
遵
守
を
義
務
づ
け

　

欧
州
労
使
関
係
展
望
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
の
一
一
月
二
三
日
付

の
記
事
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
全
一
六

州
の
う
ち
一
〇
州
で
、
公
共
調
達
時

に
受
託
業
者
に
対
し
て
当
該
地
域
の

最
低
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
協

約
遵
守
を
義
務
づ
け
る
か
、
も
し
く

は
義
務
づ
け
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
今
秋
行
っ
た
ハ
ン
ス
・

ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
経
済
社
会
研
究
所

（
Ｗ
Ｓ
Ｉ
）
の
調
査
で
判
明
し
た
も

の
で
、
こ
の
一
〇
州
の
う
ち
五
州
が

す
で
に
実
施
、
五
州
が
実
施
を
近
く

予
定
し
て
い
る
。

主
に
最
低
賃
金
な
ど
の
協
約
遵
守

を
義
務
づ
け

　

公
共
調
達
に
お
け
る
協
約
遵
守
の

義
務
づ
け
状
況
は
表
の
通
り
。
実
施

状
況
は
州
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異

な
っ
て
い
る
。
公
共
調
達
を
行
う
際

に
受
託
業
者
に
対
し
て
協
約
遵
守
を

義
務
づ
け
て
い
る
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
、

ブ
レ
ー
メ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ド
の

五
州
で
、
実
施
を
近
く
予
定
し
て
い

る
の
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
、
メ

ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル

ン
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
、

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
ノ
ル
ト

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

レ
ン
の
五
州
で
あ
る
。
な
お

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
州
は
、
今
年
七

月
に
社
会
民
主
党
と
緑
の
党

に
よ
る
連
立
州
政
権
が
発
足

し
た
ば
か
り
で
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
従
っ
て
具
体
的
な
実

施
内
容
を
策
定
中
で
あ
る
。

　

表
の
「
労
働
者
送
り
出
し

法
（A

E
ntG

）
の
最
低
賃

金
の
適
用
を
受
け
る
す
べ
て

の
業
種
」
は
計
八
業
種（
１
）

あ
る
が
、
そ
の
中
で
規
模
が

も
っ
と
も
大
き
い
の
は
建
設

業
で
あ
る
。
労
働
者
送
り
出

し
法
は
適
用
対
象
の
労
働
者

の
国
籍
を
問
わ
な
い
た
め
、
例
え
ば

ド
イ
ツ
の
建
設
現
場
で
働
く
外
国
人

労
働
者
も
協
約
の
最
低
賃
金
か
そ
れ

以
上
の
賃
金
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

ハ
ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
経
済

社
会
研
究
所
（
Ｗ
Ｓ
Ｉ
）
の
ト
ー
ス

テ
ン
・
シ
ュ
ル
テ
ン
（T

horsten 
S
chulten

）
上
級
研
究
員
に
よ
る
と
、

七
・
五
〇
ユ
ー
ロ
、
あ
る
い
は
八
・

五
〇
ユ
ー
ロ
を
一
般
最
低
賃
金
と
し

て
規
定
し
て
い
る
州
で
は
、
そ
れ
を

下
回
る
額
で
協
約
を
締
結
し
て
い
る

業
種
で
あ
っ
て
も
、
当
該
の
州
と
公

契
約
を
締
結
す
る
際
に
、
事
業
者
は

労
働
者
に
対
し
て
七
・
五
〇
ユ
ー
ロ

あ
る
い
は
八
・
五
〇
ユ
ー
ロ
以
上
の

時
給
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
〇
〇
八
年
リ
ュ
フ
ェ
ル
ト
判
決

の
影
響

　

ド
イ
ツ
で
は
以
前
か
ら
い
く
つ
か

の
州
で
、
公
共
調
達
を
行
う
際
に
協

約
遵
守
宣
言
を
し
た
事
業
者
の
み
を

受
託
者
と
す
る
規
定
が
あ
っ
た
。
協

約
遵
守
宣
言
と
は
、
事
業
者
や
下
請

業
者
が
労
働
者
に
対
し
て
当
該
地
域

や
産
業
で
適
用
さ
れ
て
い
る
協
約
賃

金
を
支
払
う
旨
の
意
思
表
示
を
行
う

こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
公
共
調
達
制

度
の
規
定
実
施
に
関
し
て
、
数
年
前

に
複
数
の
事
例
で
合
憲
性
が
問
わ
れ

た
結
果
、
短
期
間
に
異
な
る
司
法
判

断
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
時

期
混
乱
が
起
き
、
中
で
も
ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
州
が
公
共
調
達
法
で
定
め

た
協
約
遵
守
規
定
に
違
反
し
た
と
し

て
業
者
と
の
委
託
契
約
を
解
除
し
た

事
例（
２
）で
は
、「
Ｅ
Ｃ
海
外
派
遣
指

令
九
六
／
七
一（
３
）お
よ
び
Ｅ
Ｃ
条

約
第
四
九
条（
４
）」
に
違
反
す
る
と

の
判
決
（
リ
ュ
フ
ェ
ル
ト
判
決
、
二

〇
〇
八
年
四
月
三
日
）
を
欧
州
司
法

裁
判
所
が
出
し
た
結
果
、
そ
の
後
計

一
〇
州
で
規
定
の
実
施
と
り
や
め
や
、

計
画
の
見
送
り
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
今

回
の
調
査
で
あ
げ
ら
れ
た
州
は
、
上

記
二
〇
〇
八
年
の
判
決
で
示
さ
れ
た

基
準
に
従
っ
て
公
共
調
達
を
実
施
し

て
い
る
か
、
実
施
を
す
る
予
定
で
あ

る
。背

景
に
賃
金
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
懸
念

　

公
共
調
達
を
実
施
す
る
際
の
発
注

業
者
へ
の
協
約
遵
守
の
義
務
づ
け
が

海
外
労
働
事
情

表　公共調達で協約遵守を義務づけ（予定）ている州（2010年）

州
労働者送り出し法（AEntG）で
協約が適用される全ての業種

一般最低賃金
（時給）

すでに実施

ベルリン ○ 7.50ユーロ

ブレーメン ○ 7.50ユーロ

ハンブルグ ○ ×

ニーダーザクセン 建設業のみ ×

ザールランド ○ ×

近く実施予定

ブランデンブルグ ○ 7.50ユーロ

メクレンブルク・フォアポンメルン
×

（別途公共交通セクター対象
の特別規定有）

×

ラインラント・プファルツ ○ 8.50ユーロ

テューリンゲン ○ ×

ノルトライン・ヴェストファーレン 未定 未定

注：労働者送り出し法（AEntG）は8業種ごと別個に協約が締結され、各業種で最低賃金は異なる。左欄はその適用業種
ごとの協約遵守を義務づけているか否かを示している。右欄はそれとは別に、州で全産業を対象とした公共調達受託時
の最低賃金設定がある場合はその金額を明示し、設定がない場合は×とした。
資料出所：ハンス・ベックラー財団経済社会研究所（WSI）
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復
活
し
て
き
た
背
景
に
は
、
二
〇
一

一
年
五
月
か
ら
東
欧
諸
国
の
労
働
者

が
特
別
な
許
可
な
し
に
ド
イ
ツ
を
含

む
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
働
く
こ
と
が
可
能
に

な
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
ド
イ
ツ

で
は
全
産
業
に
適
用
さ
れ
る
法
定
最

低
賃
金
制
度
が
な
い
た
め
、
こ
の
よ

う
に
国
境
を
越
え
て
国
内
の
労
働
市

場
に
参
入
が
予
想
さ
れ
る
外
国
人
労

働
者
の
賃
金
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
対
す
る

懸
念
が
増
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

労
働
組
合
、
一
部
の
使
用
者
団
体
、

ま
た
一
部
の
地
方
自
治
体
で
は
、
労

働
協
約
適
用
の
安
定
化
を
進
め
て
賃

金
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
阻
止
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
今
回
の
調
査
に
よ
る
と
、

公
共
調
達
時
に
受
託
業
者
に
協
約
遵

守
を
求
め
る
州
は
今
後
多
数
派
に
な

る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
動
き
が
さ
ら
に
他
州
な
ど
へ
拡
大

す
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。

〔
注
〕

１
．
労
働
者
送
り
出
し
法
の
も
と
で
最
低

賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
①
建

設
業
・
建
設
関
連
（
電
気
・
塗
装
・
解
体
・

清
掃
）
業
、
②
郵
便
サ
ー
ビ
ス
業
、
③

介
護
サ
ー
ビ
ス
業
、
④
保
安
・
警
備
業
、

⑤
ゴ
ミ
収
集
・
処
理
業
、
⑥
社
会
法
典

第
二
編
お
よ
び
第
三
編
に
基
づ
く
失
業

者
の
継
続
訓
練
業
、
⑦
業
務
用
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
、
⑧
鉱
山
特
殊
業
、
の
八
業
種
。

２
．
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
公
共
調
達

法
で
は
、
一
万
ユ
ー
ロ
以
上
の
公
共
調

達
契
約
に
つ
い
て
、
公
共
事
業
の
受
託

者
に
対
し
書
面
に
よ
っ
て
協
約
遵
守
宣

言
実
施
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
違
反
事

業
者
を
解
約
対
象
と
し
て
い
た
。
同
州
は
、

入
札
で
オ
ブ
イ
ェ
ク
ト
＆
バ
オ
レ
ギ
ー

社
に
建
設
事
業
を
委
託
し
た
が
、
同
社

下
請
け
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
企
業
（
Ｐ
Ｋ
Ｚ

社
）
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
労
働
者
を
、
協

約
賃
金
を
下
回
る
賃
金
で
雇
用
し
て
い

た
た
め
、
協
約
遵
守
義
務
違
反
で
委
託

を
解
約
し
た
事
例
。

３
．
Ｅ
Ｃ
海
外
派
遣
指
令
九
六
／
七
一
は

国
境
を
越
え
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
枠
組

み
に
お
け
る
労
働
者
の
海
外
派
遣
に
関

す
る
指
令
で
、
高
賃
金
国
が
低
賃
金
国

の
労
働
者
を
出
身
国
の
賃
金
水
準
で
働

か
せ
る
こ
と
に
よ
る
賃
金
ダ
ン
ピ
ン
グ

の
防
止
を
目
的
と
し
て
い
る
。

４
．
Ｅ
Ｃ
条
約
第
四
九
条
は
「
サ
ー
ビ
ス

の
自
由
移
動
」
を
定
め
た
条
文
。
リ
ュ

フ
ェ
ル
ト
裁
判
で
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
外

に
本
拠
地
が
あ
る
下
請
業
者
に
つ
い
て

も
拘
束
力
を
付
す
る
公
共
調
達
法
が
、

Ｅ
Ｃ
指
令
九
六
／
七
一
に
違
反
す
る
か

否
か
が
争
点
と
な
っ
た
が
、
こ
の
Ｅ
Ｃ

指
令
九
六
／
七
一
は
Ｅ
Ｃ
条
約
第
四
九

条
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
「
公

共
事
業
の
委
託
発
注
に
つ
い
て
地
域
の

局
地
的
労
働
協
約
の
遵
守
を
義
務
づ
け

る
措
置
は
、
低
賃
金
国
を
本
拠
地
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
対
し
追
加
的
な

経
済
負
担
を
課
す
も
の
で
、
派
遣
先
加

盟
国
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由

を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
条
約

第
四
九
条
（
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移
動
）

の
制
限
に
該
当
す
る
」
と
の
判
断
を
下

し
た
。

【
参
考
資
料
】

Ｅ

Ｉ

Ｒ

Ｏ
（E

uropean Industrial 
R
elations O

bservatory

）（
二
〇
〇
八

年
五
月
二
九
日
付
、
二
〇
一
〇
年
一
一

月
二
三
日
付
ド
イ
ツ
記
事
）、
海
外
労
働

情
報
二
〇
〇
八
年
六
月
「
最
低
賃
金
の

論
争
、
一
段
と
加
速
―
欧
州
司
法
裁
判

所
判
決
の
波
紋
広
が
る
―
」、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
資
料
シ
リ
ー
ズ
№
63
（
二
〇
〇
九
年
）

「
欧
米
諸
国
に
お
け
る
最
低
賃
金
制
度

Ⅱ
‐
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ア
メ
リ
カ

の
動
向
」（
戎
居
皆
和
、 

第
一
章
ド
イ
ツ

執
筆
部
分
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構

（
国
際
研
究
部
）

イ
ギ
リ
ス

低
所
得
層
向
け
給
付
制
度
の

統
合
へ
―
給
付
制
度
改
革
白

書
　

ダ
ン
カ
ン
・
ス
ミ
ス
雇
用
年
金
相

は
一
一
月
一
一
日
、
低
所
得
層
向
け

の
給
付
制
度
を
統
合
す
る
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
の
導
入

に
関
す
る
白
書
を
発
表
し
た
。
制
度

の
簡
素
化
に
よ
り
、
就
労
が
給
付
の

受
給
よ
り
も
利
益
に
な
る
こ
と
を
明

確
に
示
す
と
と
も
に
、
罰
則
の
強
化

な
ど
で
就
労
促
進
を
は
か
り
、
さ
ら

に
不
正
受
給
や
誤
給
の
防
止
も
め
ざ

す
も
の
。
新
規
申
請
者
を
対
象
に
二

〇
一
三
年
か
ら
適
用
を
開
始
し
、
一

七
年
ま
で
に
は
既
存
の
制
度
か
ら
の

移
行
を
完
了
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、

既
存
の
低
所
得
層
向
け
給
付
制
度
で

あ
る
所
得
補
助
、
所
得
調
査
制
求
職

者
手
当
、雇
用
・
生
活
補
助
手
当
（
所

得
関
連
）（
１
）、
就
労
税
額
控
除
、

児
童
税
額
控
除
、
住
宅
給
付
を
代
替

す
る
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
る

（
２
）。
基
本
的
な
所
得
保
障
部
分

で
あ
る
基
礎
手
当
と
、
子
供
や
自
身

の
障
害
の
有
無
、
住
居
や
介
護
責
任

の
有
無
な
ど
を
考
慮
す
る
付
加
手
当

で
構
成
さ
れ
る
。
政
府
に
よ
れ
ば
、

現
行
の
各
種
給
付
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
基
準
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
、
一
定

時
間
以
上
就
労
す
る
場
合
に
は
異
な

る
給
付
制
度
へ
の
再
申
請
が
必
要
と

な
る
こ
と
、
ま
た
就
労
に
よ
る
収
入

の
増
加
に
対
し
て
給
付
の
減
額
率
が

高
い
こ
と
な
ど
が
、
受
給
者
が
就
労

に
移
行
す
る
際
の
障
壁
と
な
っ
て
き

た
。
こ
の
た
め
、
所
得
額
に

応
じ
た
単
一
の
基
準
の
下
で

各
種
の
支
給
額
を
決
定
、
就

労
前
後
で
同
一
の
制
度
を
適

用
し
、
受
給
中
の
短
時
間
就

労
が
所
得
の
増
加
に
つ
な
が

る
よ
う
減
額
率
を
引
き
下
げ

る
な
ど
、
一
定
の
所
得
を
保

証
す
る
こ
と
で
、
受
給
者
の

就
労
促
進
を
目
指
し
て
い
る
。

　

一
方
、
受
給
に
関
す
る
制

約
や
罰
則
も
こ
れ
ま
で
よ
り

強
化
さ
れ
る
予
定
だ
。
ま
ず
、

雇
用
・
生
活
補
助
手
当
の
就

労
関
連
活
動
グ
ル
ー
プ
に
対

し
て
、
支
給
期
間
を
現
在
の

無
期
限
か
ら
一
二
カ
月
に
限

定
す
る
。
求
職
者
手
当
に
つ

い
て
は
、
必
要
な
活
動
に
参
加
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
一
二
カ
月
を
超
え

て
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
受
給
者
に
、
地
域
の
非
営
利
団
体

な
ど
で
週
三
〇
時
間
ま
で
、
四
週
間

に
わ
た
る
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
義
務

付

け

る
（M

andatory W
ork 

A
ctivity

―
義
務
的
就
労
活
動
）。
ま

た
、
拠
出
制
の
求
職
者
手
当
な
ら
び

に
雇
用
・
生
活
補
助
手
当
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
所
得
額
に
か
か
わ
ら
ず

定
額
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
所
得

額
に
応
じ
た
手
当
の
減
額
を
新
た
に

導
入
す
る
。
さ
ら
に
、
世
帯
毎
の
給

付
額
に
上
限
を
設
定
し
、
平
均
的
な

世
帯
の
税
引
き
後
所
得
（
中
央
値
を

目
安
と
す
る
）
を
上
回
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
受
給
者
に
義

務
付
け
ら
れ
た
活
動
を
怠
っ
た
な
ど

の
場
合
は
、
違
反
の
重
大
さ
や
回
数

に
応
じ
て
最
大
で
三
年
間
の
支
給
停

止
と
す
る
（
表
参
照
）。
現
在
は
、

手
当
の
支
給
停
止
に
よ
り
生
活
に
支

障
を
き
た
す
と
申
請
者
が
申
立
て
、

こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
減

額
さ
れ
た
求
職
者
手
当
の
支
給

（hardship paym
ent

）
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
貸
付
制

度
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
雇
用
・
生
活
補

助
手
当
の
支
援
グ
ル
ー
プ
、
介
護
者
、

一
歳
未
満
の
子
供
を
持
つ
一
人
親
の

所
得
補
助
ま
た
は
雇
用
・
生
活
補
助

手
当
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
従
前

ど
お
り
条
件
は
設
定
さ
れ
な
い
。

　

政
府
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
っ
て
既
存
の
受

給
者
の
受
給
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
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の
な
い
よ
う
配
慮
す
る

と
述
べ
、
一
連
の
施
策

を
通
じ
た
就
労
促
進
や

受
給
額
の
増
加
に
よ
り
、

五
〇
万
人
の
成
人
、
三

五
万
人
の
児
童
を
貧
困

状
態
か
ら
救
う
こ
と
が

で
き
る
と
予
測
。
導
入

コ
ス
ト
は
要
す
る
が
、

給
付
依
存
か
ら
の
脱
却
、

不
正
受
給
・
誤
給
の
防

止（
３
）、
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ

化
に
よ
る
省
庁
間
の
情

報
共
有
の
推
進
な
ど
の

業
務
効
率
化
に
よ
り
、

長
期
的
に
は
給
付
制
度

に
係
る
財
政
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
強
調
し
て
い
る
。
新

制
度
は
、
二
〇
一
三
年

か
ら
新
規
申
請
者
を
対

象
に
適
用
さ
れ
、
そ
の

後
二
〇
一
四
―
一
七
年

の
期
間
で
既
存
制
度
の

受
給
者
の
新
制
度
へ
の

移
行
作
業
を
計
画
し
て

い
る
。
た
だ
し
雇
用
年

金
相
は
、
制
度
の
完
全

な
定
着
に
は
一
〇
年
は

か
か
る
だ
ろ
う
と
の
見

方
を
示
し
て
い
る
。
な

お
、
一
〇
月
に
公
表
さ

れ
た
歳
出
計
画
で
は
、

今
後
四
年
間
で
一
八
〇

億
ポ
ン
ド
に
の
ぼ
る
年

間
の
給
付
制
度
予
算
の

削
減
を
目
標
と
し
て
示

し
て
い
る
（
本
誌
一
二

月
号
の
海
外
労
働
情
報
参
照
）。
こ

の
中
に
は
、
住
宅
給
付
の
上
限
額
の

設
定（
４
）や
、
一
二
カ
月
を
超
え
る

求
職
者
手
当
受
給
者
に
対
す
る
住
宅

給
付
支
給
額
の
一
割
削
減
を
は
じ
め
、

各
種
税
額
控
除
や
給
付
の
廃
止
・
減

額
な
ど
が
含
ま
れ
、
新
制
度
の
導
入

に
先
立
っ
て
広
範
な
層
が
影
響
を
受

け
る
と
み
ら
れ
る
。

　

政
府
案
に
対
す
る
労
使
な
ど
の
反

応
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
経
営
者
団
体
の

イ
ギ
リ
ス
産
業
連
盟
や
イ
ギ
リ
ス
商

業
会
議
所
は
、
基
本
的
に
今
回
の
政

府
案
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議（
Ｔ

Ｕ
Ｃ
）
は
、
現
在
の
雇
用
情
勢
の
下

で
は
、
条
件
の
厳
格
化
や
住
宅
給
付

の
削
減
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
就
労
促

進
に
結
び
つ
く
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
し
て
、
前
政
権
に
よ
る
失
業
者
向

け
の
雇
用
創
出
策
を
廃
止
し
た
政
府

を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
のInstitute for E

m
ploym

ent 
Studies

は
、
政
府
案
を
「
非
常
に

野
心
的
」
と
評
価
し
つ
つ
、
義
務
的

就
労
活
動
に
つ
い
て
は
態
度
を
保
留

し
て
い
る
。
質
的
に
は
通
常
の
仕
事

に
近
い
内
容
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
正

規
従
業
員
が
代
替
さ
れ
か
ね
な
い
と

の
懸
念
も
あ
る
た
め
だ
。
ま
た
組
合

側
と
同
様
、
十
分
な
雇
用
機
会
が
な

い
こ
と
も
懸
念
材
料
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。
一
方
、
保
守
系
シ
ン
ク
タ
ン

ク

の

Institute of E
conom

ic 
A
ff airs

は
、
政
府
案
の
考
え
方
に

は
賛
同
し
つ
つ
も
内
容
が
十
分
で
は

な
い
と
し
て
、
給
付
や
税
額
控
除
の

「
負
の
所
得
税
」
へ
の
代
替
や
、
中

流
層
向
け
の
給
付
の
大
幅
な
削
減
な

ど
に
加
え
、
最
低
賃
金
制
度
の
廃
止

ま
た
は
大
幅
な
減
額
を
提
案
し
て
い

る
。

〔
注
〕

１
．
健
康
上
の
問
題
か
ら
就
労
が
困
難
な

者
に
対
す
る
手
当
。
求
職
者
手
当
と
同
様
、

拠
出
制
と
所
得
関
連
制
（
所
得
調
査
制
）

が
あ
る
。
健
康
状
態
に
関
す
る
審
査
を

経
て
、
問
題
が
よ
り
軽
度
で
就
労
に
近

い
と
判
断
さ
れ
た
「
就
労
関
連
活
動
グ

ル
ー
プ
」
と
、
よ
り
重
度
の
問
題
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
「
支
援
グ
ル
ー
プ
」

に
分
け
ら
れ
る
。

２
．
障
害
生
活
手
当
、
児
童
給
付
は
除
外

さ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
税
給
付
と
介
護

手
当
の
扱
い
に
つ
い
て
は
未
定
。

３
．
年
間
五
二
億
ポ
ン
ド
に
の
ぼ
る
不
正

受
給
・
誤
給
の
対
策
と
し
て
、
政
府
は

一
〇
月
、
取
締
業
務
の
民
間
委
託
や
監

督
官
の
増
員
な
ど
に
今
後
四
年
間
で
四

億
二
五
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
投
入
し
、
一

四
年
度
ま
で
に
年
間
一
四
億
ポ
ン
ド
の

歳
出
を
削
減
す
る
と
の
方
針
を
示
し
た
。

特
に
不
正
の
多
い
地
域
で
は
全
て
の
申

請
を
調
査
す
る
な
ど
、
現
在
よ
り
一
万

人
（
三
五
％
）
多
い
不
正
受
給
者
の
取

り
締
ま
り
を
目
標
と
し
て
い
る
。
な
お

平
行
し
て
脱
税
対
策
に
も
九
億
ポ
ン
ド

を
措
置
、
年
間
七
〇
億
ポ
ン
ド
の
税
収

増
を
見
込
ん
で
い
る
。

４
．
当
初
は
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
の
導

入
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
民
間
の
賃

貸
住
宅
に
居
住
す
る
受
給
者
に
対
す
る

影
響
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
既
存

の
受
給
者
に
つ
い
て
は
一
二
年
一
月
ま

で
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

【
参
考
資
料
】

D
epartm

ent for W
ork and P

ensions

、

S
o
c
ia
l S
e
c
u
r
ity
 A
d
v
iso
r
y 

C
o
m
m
itte

e
、In

stitu
te
 fo
r 

E
m
ploym

ent S
tudies

、Institute of 

E
conom

ic A
ff airs

、B
B
C

、G
uardian.

co.uk

、P
ersonnel T

oday　

各
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

（
国
際
研
究
部
）

韓
国

政
府
、
「
国
家
雇
用
戦
略
二

〇
二
〇
」
を
策
定
―
二
〇
二

〇
年
ま
で
に
就
業
率
七
〇
％

を
達
成

　

政
府
は
一
〇
月
一
二
日
、
二
〇
二

〇
年
ま
で
に
就
業
率
を
七
〇
％
に
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
と
し

た
「
国
家
雇
用
戦
略
二
〇
二
〇
」
を

発
表
し
た
。
同
戦
略
に
は
韓
国
が
先

進
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
た
め
に
必
要

な
五
つ
の
優
先
課
題
、
①
地
域
お
よ

び
企
業
に
お
け
る
雇
用
創
出
、
②
公

正
で
活
力
の
あ
る
労
働
市
場
の
構
築
、

③
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
雇
用

の
拡
大
、
④
高
齢
者
へ
の
「
生
涯
二

毛
作
」
の
推
進
、
⑤
就
業
に
よ
る
貧

困
か
ら
の
脱
出
へ
の
支
援
―
―
が
明

記
さ
れ
た
。

地
域
お
よ
び
民
間
主
導
の
雇
用
創

出
　
「
国
家
雇
用
戦
略
二
〇
二
〇
」
は
、

雇
用
創
出
は
中
央
の
施
策
だ
け
で
は

困
難
と
し
た
う
え
で
、
民
間
部
門
お

よ
び
地
方
政
府
と
の
連
携
が
重
要
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に

沿
っ
て
、
政
府
代
表
と
経
済
団
体
の

代
表
者
が
集
ま
り
、
若
年
失
業
問
題

や
そ
の
他
未
解
決
の
労
働
問
題
に
つ

い
て
検
討
で
き
る
協
議
機
関
の
設
立

表　受給の条件とその違反に対する罰則
条件の程度（適用範囲） 内容 違反した場合の罰則

低度の条件
（求職者手当受給者、雇用・生活補助手当
の就労関連活動グループ）

・受給者に義務付けられた面談への出席
・求職者に対する指示の実行
・雇用関連プログラムへの参加
・就労のための面談への出席（雇用・生活補助手当）
・就労関連活動の実施（同上）

実施までと、実施後の定められた期間の支給停止（1度
目の違反は1週間、2度目が2週間、3度目が4週間）。う
ち2度目までの違反については、ジョブセンタープラ
スのアドバイザーが正当な理由があると判断した場合
は適用しないことが可能。

中度の条件
（求職者手当受給者）

・積極的な求職活動
・常に就労可能であること

1度目は4週間、2度目は3カ月の支給停止

高度の条件
（同上）

・仕事への応募
・斡旋された仕事を受けること
・ 12カ月以上の受給者に課せられた義務的就労への参
加

1度目は3カ月、2度目は6カ月、3度目は3年の支給停止

就労のための面談のみが義務付けられた
受給者
（1歳以上～ 5歳未満の子供を持つ一人親）

・就労のための面談への出席 義務の履行まで、1度目は支給額の2割削減、2度目は4
割削減

参考："Universal Credit: welfare that works" Department for Work and Pensions
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が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
方
政
府

と
民
間
企
業
が
よ
り
多
く
の
雇
用
を

創
出
す
る
の
を
促
進
す
る
た
め
、
雇

用
創
出
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
上

げ
た
上
位
一
〇
〇
社
の
リ
ス
ト
を
毎

年
発
表
し
、
表
彰
す
る
計
画
も
盛
り

込
ま
れ
た
。
加
え
て
、
予
算
編
成
、

課
税
、
産
業
対
策
、
公
的
調
達
な
ど

が
雇
用
優
先
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
大
規
模
な

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
対
象
と
し
た

雇
用
影
響
調
査
が
今
後
徐
々
に
拡
大

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

公
正
で
活
力
の
あ
る
労
働
市
場
の

形
成

　

同
戦
略
は
、
下
請
企
業
の
雇
用
慣

行
、
派
遣
労
働
お
よ
び
有
期
労
働
に

関
す
る
規
則
、
長
時
間
労
働
慣
行
な

ど
が
、
若
年
労
働
者
に
見
ら
れ
る
中

小
企
業
（
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
の
忌
避
傾
向
や

労
働
市
場
の
二
重
構
造
化
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
こ

の
改
善
が
活
動
の
中
心
に
な
る
と
し

て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
ま
ず
、
自
動
車
業
界

や
造
船
業
界
を
始
め
と
す
る
五
つ
の

業
界
の
二
九
の
企
業
に
お
け
る
下
請

企
業
の
雇
用
慣
行
に
関
す
る
調
査
結

果
に
基
づ
き
、
間
接
雇
用
か
ら
直
接

雇
用
に
変
更
す
る
よ
う
指
導
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
建
設
業
界
に
お
け
る
諸

問
題
、
す
な
わ
ち
賃
金
カ
ッ
ト
、
賃

金
不
払
い
、
熟
練
労
働
力
不
足
、
外

国
人
の
違
法
雇
用
―
―
な
ど
に
対
処

す
る
た
め
の
対
応
策
を
発
表
す
る
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
以
降
、
実
労
働
時
間

を
削
減
す
る
た
め
の
労
働
基
準
法
の

改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
従
来
一

〇
〇
〇
人
以
上
の
事
業
所
に
適
用
さ

れ
て
い
た
週
四
〇
時
間
労
働
が
、
二

〇
一
一
年
の
七
月
か
ら
従
業
員
数
二

〇
人
未
満
の
企
業
に
つ
い
て
も
適
用

と
な
る
見
込
み
。
ま
た
、
休
暇
の
代

替
え
と
な
る
超
過
勤
務
、
休
日
勤
務
、

夜
間
勤
務
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
「
労
働
時
間
貯
蓄
口
座
制
度
」

の
導
入
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
派
遣
労
働
が
認
め

ら
れ
て
い
る
三
二
の
職
種
は
二
〇
一

一
年
前
半
に
変
更
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
有
期
雇
用
契
約
の
期
間
制
限
に

つ
い
て
も
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
へ
の
支
援

　

女
性
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
お

け
る
雇
用
の
不
安
定
さ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
に
従
事
す
る
女
性
の
継
続

的
雇
用
拡
大
を
念
頭
に
、
仕
事
と
家

庭
の
両
立
を
支
援
す
る
一
連
の
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
施
策
を
後

押
し
す
る
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
対
す
る
需
要
拡
大
お
よ
び
こ
れ
ら

従
事
者
の
た
め
の
法
律
」
が
来
年
前

半
に
公
布
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
に
は
、
育
児
お
よ
び
介
護

の
た
め
の
勤
務
時
間
短
縮
や
部
分
休

暇
取
得
な
ど
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ

る
。

　

ま
た
、
両
親
の
子
育
て
休
暇
取
得

資
格
の
対
象
と
な
る
子
供
の
年
齢
の

上
限
（
六
歳
）
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
支
出
増
に
対
し
て
資
金

を
提
供
す
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
労
働
力

不
足
に
悩
ん
で
い
る
業
界
や
職
種
に

お
い
て
、
特
別
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
施
さ
れ
る
。
加
え
て
、
公
共
部
門

に
お
い
て
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
が

拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
「
失
業
中
の
看
護
師
の
た

め
の
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は

そ
の
一
環
。
推
定
九
万
人
以
上
の
看

護
師
の
支
援
を
目
指
す
。
無
期
限
の

雇
用
契
約
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
看
護
師

を
雇
用
す
る
者
に
は
、
一
年
間
、
看

護
師
一
人
に
つ
き
一
カ
月
最
高
四
〇

万
ウ
ォ
ン
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る

見
込
み
。
一
方
、
職
を
失
っ
た
看
護

師
に
は
、
雇
用
あ
る
い
は
再
雇
用
の

た
め
の
訓
練
や
教
育
を
受
け
る
費
用

の
負
担
な
ど
の
支
援
が
提
供
さ
れ
る

と
し
て
い
る
。

「
生
涯
二
毛
作
」
を
通
じ
た
高
齢

者
（
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
）
支
援

　

経
済
活
動
人
口
に
占
め
る
割
合
が

急
速
に
増
加
し
て
い
る
五
五
歳
以
上

の
人
々
（
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
）
の

雇
用
を
拡
大
す
る
た
め
、「
生
涯
二
毛

作
」
と
称
す
る
支
援
を
行
な
う
と
し

て
い
る
。

　

来
年
に
は
「
労
働
時
間
に
基
づ
く

賃
金
ピ
ー
ク
制
度
」
が
導
入
さ
れ
る

予
定
で
、
こ
れ
に
伴
い
高
齢
労
働
者

が
短
時
間
勤
務
に
移
行
し
た
場
合
に
、

そ
の
所
得
減
少
分
に
対
し
て
補
助
金

を
支
給
す
る
制
度
の
導
入
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
政
府
は
、
労
働

時
間
の
長
さ
を
調
節
す
る
こ
と
な
し

に
、
単
に
減
少
し
た
賃
金
を
補
填
す

る
に
過
ぎ
な
い
遅
延
退
職
賃
金
ピ
ー

ク
制
度
に
基
づ
く
補
助
金
を
廃
止
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、
退
職
年
齢
に
近
い
高
齢

者
の
職
業
流
動
性
を
高
め
る
目
的
で
、

職
業
転
換
へ
の
補
助
金
の
資
格
要
件

が
緩
和
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
な
お
、

高
齢
者
の
呼
称
をgo-ryeong-ja

（
高
齢
者
）
か
らjang-nyeon

（
中

年
）
に
変
更
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。

労
働
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
つ
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構

築
　

同
戦
略
は
、
基
本
生
活
手
当
（
生

活
保
護
）
受
給
者
が
福
祉
に
頼
っ
て

生
活
す
る
の
で
は
な
く
、
貧
困
の
罠

か
ら
抜
け
出
す
の
を
支
援
す
る
目
的

で
総
合
的
な
計
画
を
策
定
す

る
と
し
て
い
る
。
昨
年
、
就

労
能
力
が
あ
る
と
見
ら
れ
る

二
八
万
人
の
手
当
受
給
者
の

う
ち
、
職
に
付
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
人
々
は
わ
ず
か
二

〇
〇
〇
人
（
〇
・
七
％
）
に

過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
政

府
は
今
後
全
手
当
受
給
者
の

調
査
を
実
施
し
、
就
労
能
力

を
持
つ
者
を
切
り
だ
す
と
と

も
に
、
調
査
結
果
に
基
づ
き

個
々
の
貧
困
撲
滅
計
画
を
作

成
し
、
雇
用
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
よ
う
指
導
す

る
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。

　

政
府
は
、
こ
の
戦
略
に
よ

り
今
後
一
〇
年
間
で
年
平
均
二
四
万

の
雇
用
を
創
出
し
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
就
業
率
を
六
二
・
九
％
（
二
〇

〇
九
年
末
現
在
）
か
ら
先
進
国
水
準

の
七
〇
％
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

を
目
指
す
。同
戦
略
に
つ
い
て
パ
ク
・

ジ
ェ
ワ
ン
雇
用
・
労
働
相
は
、「
戦
略

は
国
家
レ
ベ
ル
で
雇
用
問
題
に
対
処

す
る
初
め
て
の
包
括
的
な
計
画
で
あ

り
、
今
後
の
経
済
発
展
に
お
い
て
極

め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
政
府
は
、

こ
の
戦
略
の
成
果
を
三
カ
月
毎
に
監

視
し
、
一
年
毎
に
行
動
計
画
を
見
直

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
経

済
団
体
と
の
協
力
が
必
要
な
問
題

（
例
え
ば
若
年
雇
用
問
題
な
ど
）
に

関
し
て
は
、「
関
係
す
る
省
庁
が
一
致

協
力
し
て
懸
案
事
項
の
解
決
に
あ
た

る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
使
用

者
と
労
働
組
合
の
見
解
が
大
き
く
異
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な
る
法
律
問
題
に
関
し
て
は
、「
経

済
・
社
会
開
発
委
員
会
で
三
者
協
議

を
行
っ
て
共
通
認
識
を
醸
成
し
て
い

く
」
と
も
述
べ
た
。

【
参
考
資
料
】

L
abor T

oday, N
o730 , 2010.10.14

（
国
際
研
究
部
）

ア
メ
リ
カ
①

組
合
結
成
に
関
す
る
規
則
変

更
が
も
た
ら
し
た
変
化

　

一
一
月
二
日
の
中
間
選
挙
で
民
主

党
が
議
席
を
大
き
く
数
を
減
ら
し
た

こ
と
に
よ
り
、
組
合
結
成
を
容
易
に

す
る
抜
本
的
な
制
度
改
革
の
達
成
は

困
難
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
七
月
一
日
に
行
わ
れ
た
組
合
結

成
に
関
す
る
規
則
変
更
の
影
響
が
形

と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
変
更
は
、
こ
れ
ま
で
反
対
票

に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
棄
権
票
を

有
効
数
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
際
に
投

票
し
た
数
だ
け
で
判
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

鉄
道
・
航
空
運
輸
業
に
お
け
る
集

団
的
紛
争
解
決
を
取
り
扱
う
全
国
調

停
委
員
会
（N

ational M
ediation 

B
oard;

Ｎ
Ｍ
Ｂ
）
に
は
、
七
月
一

日
の
規
則
変
更
後
に
選
挙
の
申
請
が

続
い
て
い
る
。

　

最
初
の
選
挙
と
な
っ
た
一
〇
月
一

二
日
、
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
を
中
心
に

組
織
す
る
産
業
別
労
働
組
合
チ
ー
ム

ス
タ
ー
が
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
航
空
の
メ
カ
ニ
ッ

ク
の
組
織
化
選
挙
に
勝
利
し
た
。

　

一
一
月
三
日
に
行
わ
れ
た
全
米
通

信
労
組
（T

he C
om
m
unications 

W
orkers of A

m
erica;

Ｃ
Ｗ
Ａ
）

に
属
す
る
客
室
乗
務
員
連
合
（T

he 
A
s
s
o
c
ia
tio
n
 o
f F

lig
h
t 

A
ttendants

）
に
よ
る
デ
ル
タ
航
空

の
客
室
乗
務
員
の
組
織
化
選
挙
で
は
、

僅
差
で
組
合
側
が
敗
れ
た
。

　

続
く
一
一
月
四
日
に
行
わ
れ
た
、

同
じ
く
客
室
乗
務
員
連
合
ピ
ー
ド
モ

ン
ト
航
空
（P

iedm
ont A

irlines

）

の
乗
務
員
の
組
織
化
選
挙
で
は
大
差

で
組
合
側
が
勝
利
し
た
。

　

デ
ル
タ
航
空
と
ピ
ー
ド
モ
ン
ト
航

空
の
選
挙
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
結
果

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
規

則
変
更
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
考
え

る
良
い
材
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

デ
ル
タ
航
空
は
二
〇
〇
八
年
に

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
航
空
と
合
併
し
た
。

も
と
も
と
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
航
空
の

客
室
乗
務
員
は
Ｃ
Ｗ
Ａ
に
組
織
化
さ

れ
て
い
た
た
め
、
組
織
化
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
デ
ル
タ
航
空
の
乗
務
員
を

含
め
て
合
併
後
に
改
め
て
組
織
化
選

挙
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
対
象
と

な
る
従
業
員
が
二
万
人
に
の
ぼ
る
こ

と
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
。
結
果

は
賛
成
四
九
％
、
反
対
五
一
％
と
な

り
、
一
六
五
票
と
い
う
僅
差
で
組
合

側
が
敗
北
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
一
一
月
二

三
日
に
Ｃ
Ｗ
Ａ
は
使
用
者
側
が
反
組

合
的
な
選
挙
妨
害
を
行
っ
た
と
し
て

Ｎ
Ｍ
Ｂ
に
提
訴
し
た
。
Ｃ
Ｗ
Ａ
の
主

張
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
投

票
の
秘
密
性
が
確
保
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

も
う
一
つ
は
従
業
員
が

組
織
化
に
反
対
す
る
よ

う
に
使
用
者
側
が
誘
導

し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

Ｎ
Ｍ
Ｂ
は
パ
ソ
コ
ン

も
し
く
は
電
話
を
通
じ

た
投
票
に
よ
り
秘
密
性

を
確
保
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。
し
か
し
、

デ
ル
タ
航
空
で
は
、
使

用
者
側
が
指
定
す
る
パ

ソ
コ
ン
か
ら
投
票
す
る

こ
と
を
従
業
員
に
強
制

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

投
票
結
果
の
追
跡
が
可

能
と
な
っ
て
秘
密
性
が
阻
害
さ
れ
た

と
い
う
が
組
合
側
の
主
張
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
対
象
と
な
る
従
業
員
に

上
司
か
ら
組
合
結
成
に
反
対
票
を
投

じ
る
こ
と
を
求
め
る
電
話
が
家
に
か

か
っ
て
き
た
こ
と
や
、
反
対
票
を
投

じ
る
方
法
を
解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
を
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
Ｎ
Ｍ

Ｂ
は
こ
れ
を
受
け
て
審
査
に
入
る
が
、

選
挙
妨
害
が
認
め
ら
れ
れ
ば
再
選
挙

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ピ
ー
ド
モ
ン
ト
航
空
の
選
挙
は
組

合
側
の
勝
利
と
な
っ
た
が
、
こ
の
選

挙
は
二
〇
〇
八
年
に
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
時
は
賛
成
票
が
対
象
従
業
員
総

数
の
四
八
％
に
と
ど
ま
り
、
組
合
側

が
敗
北
し
た
。
今
回
は
賛
成
票
が
そ

の
数
字
を
下
回
り
、
四
一
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合

側
が
勝
利
し
た
。
有
効
投
票
数
で
み

れ
ば
六
五
％
の
賛
成
と
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
棄
権
票
が
無
効
と
な
っ
た

こ
と
が
大
き
く
影
響
し
た
。

　

規
則
変
更
後
の
三
つ
の
選
挙
で
は
、

勝
敗
の
差
こ
そ
あ
れ
、
組
合
側
に
有

利
に
働
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
参
考
資
料
】
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ア
メ
リ
カ
②

人
材
派
遣
会
社
に
雇
用
さ
れ

る
労
働
者
数
が
対
前
年
比
で

急
増

　

ア
メ
リ
カ
人
材
派
遣
協
会
（T

he 
A
m
erican S

taffing A
ssociation;

Ａ
Ｓ
Ａ
）
は
一
一
月
二
二
日
、
今
年

九
月
ま
で
の
一
年
間
に
人
材
派
遣
会

社
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の
延
べ
人

数
が
前
年
比
で
二
四
・
九
％
増
に

な
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
労
働
者
は
人
材
派
遣
会

社
に
雇
用
さ
れ
、
未
熟
練
労
働
者
、

季
節
労
働
者
、
欠
勤
者
の
穴
埋
め
、

特
別
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
員
と
し
て

顧
客
に
派
遣
さ
れ
る
も
の
と
定
義
さ

れ
る
。
派
遣
期
間
が
ま
ち
ま
ち
な
た

め
、
労
働
者
数
は
一
日
あ
た
り
の
延

べ
人
数
で
表
さ
れ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
第
３
四
半
期
に
は
一

日
当
た
り
二
〇
四
万
五
〇
〇
〇
人

だ
っ
た
が
、
一
〇
年
第
３
四
半
期
に

五
一
万
人
増
加
し
て
二
五
五
万
五
〇

〇
〇
人
と
な
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
〇
八
年
の
二

六
八
万
九
〇
〇
〇
人
に
次
ぐ
も
の
で

あ
る
。
と
く
に
一
〇
年
第
２
四
半
期

か
ら
第
３
四
半
期
の
伸
び
率
は
一
九

九
〇
年
代
の
年
間
伸
び
率
に
匹
敵
し

た
と
す
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ａ
会
長
は
雇
用
の
柔
軟
化
に

よ
っ
て
生
産
性
向
上
を
求
め
る
企
業

指
向
に
合
致
し
た
も
の
と
指
摘
す
る

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
多

く
が
人
材
派
遣
会
社
か
ら
訓
練
機
会

を
ほ
と
ん
ど
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
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ス
キ
ル
レ
ベ
ル
が
低
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
の
批
判
も
あ
る
。

【
参
考
資
料
】

O
sterm

an, P
aul,(2008) Im

proving the 
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age w

ork: T
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m
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International L
abor R
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V
ol.147

S
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gency E
m
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N
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ver Y

ear, 
A
S
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 S
ays, D
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N
ov.22, 2010

（
国
際
研
究
部　

山
崎　

憲
）

フ
ラ
ン
ス

公
的
年
金
制
度
改
革
法
が
施

行
　

お
よ
そ
二
カ
月
に
わ
た
り
フ
ラ
ン

ス
全
土
を
抗
議
行
動
で
混
乱
さ
せ
た

公
的
年
金
制
度
改
革
法
案
が
、
一
〇

月
二
七
日
、
国
民
議
会
（
下
院
）
に

て
最
終
可
決
さ
れ
成
立
し
た
。
同
法

案
は
憲
法
院
に
送
ら
れ
違
憲
審
査
を

行
う
最
終
手
続
き
に
入
っ
た
が
、
一

一
月
九
日
、
憲
法
院
は
同
法
案
を
お

お
む
ね
合
憲
と
す
る
決
定
を
下
し
た
。

法
案
に
つ
い
て
は
、
一
部
社
会
党
議

員
か
ら
違
憲
の
申
し
立
て
が
出
さ
れ

て
い
た
が
憲
法
院
は
こ
れ
を
却
下
、

法
律
は
一
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　

同
法
の
施
行
に
よ
り
、
現
行
六
〇

歳
の
年
金
支
給
開
始
年
齢
が
二
〇
一

八
年
ま
で
に
段
階
的
に
六
二
歳
へ
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
行
六
五
歳
の
年
金

満
額
支
給
年
齢
が
二
〇
二
三
年
ま
で

に
段
階
的
に
六
七
歳
へ
引
き
上
げ
ら

れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
高
額
所
得
者
や

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
課
税
を

強
化
す
る
な
ど
し
て
年
金
財
源
に
充

当
す
る
。
政
府
は
こ
の
改
革
に
よ
り
、

年
金
財
政
の
悪
化
に
歯
止
め
を
か
け
、

必
要
な
財
源
を
確
保
し
た
い
考
え
だ
。

こ
れ
に
よ
り
年
金
財
政
は
二
〇
一
八

年
に
も
均
衡
状
態
と
な
る
見
通
し
だ

が
、
そ
の
後
は
ま
た
赤
字
に
転
じ
る

と
の
指
摘
も
あ
り
、
今
後
に
課
題
も

残
す
形
と
な
っ
た
。

【
参
考
資
料
】

海
外
委
託
調
査
員
、L

es E
chos

紙

（
国
際
研
究
部
）

国
際
労
働
運
動

製
造
関
係
の
三
つ
の
国
際
産

別
（
Ｇ
Ｕ
Ｆ
）
が
組
織
統
合

へ
　

現
在
一
〇
あ
る
国
際
産
業
別
労
働

組
合
組
織
（
Ｇ
Ｕ
Ｆ
）
の
う
ち
、
国

際
金
属
労
働
組
合
連
盟
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

二
五
〇
〇
万
人
）、
国
際
化
学
エ
ネ

ル
ギ
ー
鉱
山
一
般
労
連(

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
、

二
〇
〇
〇
万
人)

、 

国
際
繊
維
被
服

皮
革
労
組
同
盟
（
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
、

一
〇
〇
〇
万
人
）
の
三
組
織
が
組
織

統
合
し
、
新
し
い
製
造
業
関
係
の
Ｇ

Ｕ
Ｆ
結
成
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で

い
る
。

　

三
つ
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
に
加
盟
す
る
欧
米

系
企
業
労
組
を
中
心
に
、
企
業
の
合

併
・
買
収
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、

企
業
が
従
来
の
枠
を
超
え
た
事
業
展

開
に
よ
り
、
加
盟
産
別
に
よ
っ
て
は

複
数
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
へ
の
加
盟
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ

る
。
統
合
す
る
と
五
五
〇
〇
万
の
組

織
と
な
り
、
組
合
サ
イ
ド
は
グ
ロ
ー

バ
ル
レ
ベ
ル
の
活
動
と
影
響
力
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
製
造
部
門
に
お

け
る
大
手
多
国
籍
企
業
に
対
し
て
大

き
な
抵
抗
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　

現
在
、
三
つ
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
代
表
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
作
業
委
員
会
）
で
検
討
を
進
め
て

お
り
、
三
組
織
解
散
と
新
組
織
の
結

成
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
二
〇
一
二
年

五
〜
六
月
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

製
造
関
係
国
際
産
別
の
統
合
の
検

討
が
急
浮
上
し
て
き
た
も
う
ひ
と
つ

の
背
景
に
は
、
欧
州
で
は
三
Ｇ
Ｕ
Ｆ

と
も
相
互
連
携
が
進
み
、
組
織
統
合

に
つ
い
て
の
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
す
で
に
北

欧
で
は
関
係
産
別
が
統
合
し
Ｎ
ｏ
ｒ

ｄ
ｉ
ｃ　

Ｉ
ｎ
と
い
う
、
新
組
織
を

立
ち
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｍ
の
本
部
が
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
本
部
を
置
く
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
同

じ
ビ
ル
内
に
移
転
し
て
い
る
な
ど
、

統
合
の
検
討
は
欧
州
主
導
で
進
め
ら

れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
統
合
に
当
た
っ
て
は
課

題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
が

地
域
事
務
所
を
持
た
ず
、
事
実
上
、

中
央
集
権
的
な
運
営
体
制
を
敷
い
て

い
る
の
に
対
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
地
域
事

務
所
を
有
し
て
執
行
委
員
な
ど
の
役

員
も
地
域
ご
と
に
選
出
、
機
関
会
議

も
地
域
に
役
割
分
担
す
る
な
ど
、
組

織
運
営
の
形
態
に
相
違
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
会
費
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

を
一
と
す
る
と
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
が
二

倍
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
が
二
・
五
倍
に
な
る

な
ど
、
組
織
間
で
の
会
費
水
準
の
差

も
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
組
織
運
営
の
あ
り
方
や

会
費
問
題
と
い
う
懸
案
は
あ
る
も
の

の
、
組
織
統
合
は
既
定
路
線
と
い
え

る
。
各
Ｇ
Ｕ
Ｆ
と
も
現
在
、
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
な
ど
で
、
統
合
に
向
け
た

組
織
や
財
政
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
一
一

年
五
月
に
は
、
三
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
合
同
会

議
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

各
組
織
で
の
機
関
決
定
（
組
織
の
解

散
と
新
組
織
の
へ
統
合
の
決
定
）
を

経
て
、
二
〇
一
二
年
五
〜
六
月
の
新

組
織
結
成
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

描
い
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・

Ｊ
Ｃ
、
二
〇
〇
万
人
）
に
加
盟
す
る

自
動
車
総
連
、
電
機
連
合
、
基
幹
労

連
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
全
電
線
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

構
成
組
織
で
、
ド
イ
ツ
・
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
に
次
ぐ
規
模
を
有
す
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
‐
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
化
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱
山
労
協
、
約
五
〇
万

人
）
に
参
加
す
る
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同

盟
、
電
力
総
連
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、
化

学
総
連
、
ゴ
ム
連
合
、
紙
パ
連
合
、

化
労
研
、
全
国
ガ
ス
が
加
盟
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
の
現
会
長
に
は

〇
九
年
か
ら
島
田
尚
信
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ

ン
同
盟
副
会
長
が
就
任
し
て
お
り
、

ア
ジ
ア
を
束
ね
る
地
域
組
織
（
Ｔ
Ｏ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｏ
）
の
事
務
所
も
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
の
本
部
内
に
あ
る
。
日
本

の
場
合
、
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
統
合
が
産
別
再

編
に
即
、
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
に

し
て
も
、
統
合
が
与
え
る
国
内
労
働

運
動
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
小
さ
く
な

い
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

Ｇ
Ｕ
Ｆ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ

ン
・
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
労

働
組
合
の
国
際
産
業
別
労
働
組
合
組

織
の
総
称
で
、
現
在
、
国
際
建
設
・

林
業
労
組
連
盟
（
Ｂ
Ｗ
Ｉ
）、
教
育

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｅ
Ｉ
）、

国
際
化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
山
一

般
労
連
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
）、国
際
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｊ
）、
国
際

金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
国
際
運
輸

労
連
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）、
国
際
繊
維
被
服

皮
革
労
組
同
盟
（
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
）、

ユ
ニ
オ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
）、
国

際
公
務
労
連
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）、
国
際
食

品
関
連
産
業
労
働
組
合
連
合
会
（
Ｉ

Ｕ
Ｆ
）
の
一
〇
組
織
が
あ
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


